



Some Aspects of the Progressive Expressions in French（２） 
：From the Point of View of Chinese and Japanese 














１．進行表現   progressive expression 
２．半過去    the imperfect tense 
３．アスペクト  aspect 
 ４．ムード    mood 








5.2 半過去形と“être en train de＋不定詞” 





4.1 “être en train de＋不定詞”、「テイルトコ 
ロダ」のムード性 




が、“être en train de＋不定詞”というアスペクト
形式を用いた表現もムード性を帯びていると考えら
れる 38)。『フランス文法大全』：281 には、行為の進




現代マネジメント学部紀要 第２巻第１号 (2013) 
 
に“être en train de＋不定詞”が用いられる旨の
記述がそれぞれみられる 39)。これらの記述からは、
“être en train de＋不定詞”表現には、基準時点に
おいて動作が行なわれていることを確実に伝えたい
という話者の意図が込められていること、すなわち































する形式である点においては、成戸 2013 の 2.2 で述






成するケースや、“être en train de＋不定詞”が進
行アスペクト形式であると同時にムード性をも帯び
るケースとは異なるのである 43)。但し、「Ｖテイル






が、“être en train de＋不定詞”に対して「…して
いる最中の／…しているところである」を対応させ
ていることや、小熊1993：140に、“être en train de”、
「トコロダ」をそれぞれ 
 











(65) Il est en train d’écrire une lettre． 
     ／あの人は手紙を書いテイルトコロダ。 
(小熊 1993：139) 
 
(66) Sandrine est en train de ranger la 
vaisselle sur l’étagère dans la cuisine． 




(67) Je suis en train de préparer le dîner． 



































“être en train de＋不定詞”、「テイルトコロダ」
の場合と同様に、中国語の“在(Ｖ)”、“(Ｖ)着”も
ムード性を帯びている。このことは、成戸 2013 の






































(37) Qu’est-ce que vous faites (dans la vie)？ 




 (69)’Qu’est-ce qu’elle fait？ 
－Elle est professeur． 
(≪法语１≫∶74) 



















明示する点において“être en train de”との間に
- 3 -














 (72) Je lisais pour passer le temps． 
(私は暇つぶしに本を読んでいた。) 
(『現代フランス広文典』：254) 
(73) Elle écoutait de la musique les yeux clos． 
(彼女は目を閉じて音楽を聞いていた。) 
 (久松 2002：160) 
 (74) Ce matin il écrivait． 
(けさ彼は手紙を書いていた。) 
            (『現代フランス広文典』：230) 
(75) J’ai vu Paul quand je courais dans la rue． 
  (町の中を走っている時に私はポールを見か 
けた｡) (久松 1999：97) 
※カッコ内日本語は筆者 





























 (77) Il arriva devant sa porte au moment où son  
ami sortait． 
    (かれがその扉の前に着いた時、友人は出か 
けるところだった。) 
  (78) Ah！ j’oubliais le personnage le plus 
symbolique de l’arrière． 









































































 (80) Le train filait，à toute vapeur，dans les  
ténèbres．(汽車は闇の中を疾駆していた。) 
(81) Un grand vent soufflait au dehors … 




















5.2 半過去形と“être en train de＋不定詞” 
過去において進行中の動作を表わす場合には半過






離されている。両者の間にも、成戸 2013 の 2.2 で述








 (84) Elle était en train de faire la vaisselle． 
(『フランス語ハンドブック』：312) 
 (85) Ah，te voilà，j’étais justement en train  
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    洗っテイルトコロダッタ。) 
(『フランス語ハンドブック』：312) 

































 (86)’Il chantait．(彼女は歌っていた。) 







(87) Quand je suis rentré，ma mère était en  






という行為は“était en train de”によって持続的
に示されているとしていることとも符合する。 
半過去形は、久松 1999：78 が 
 
 (88) Quand je lui ai téléphoné，elle prenait  
une douche． 










 (89) Il prenait du vin à tous les repas． 
    (彼は食事のたびにワインを飲んでいた。) 
 (『現代フランス広文典』：255) 
 (90) Elle jouait très bien du piano quand elle  
était petite． 
    (彼女は若い頃、とても上手にピアノをひい 




















































は“être en train de＋不定詞”により近い性格を
帯びることとなる。 








 (94) Il a joué de la guitare dans sa chambre 
 pendant deux heures． 
(彼は２時間部屋でギターを弾いていた。) 















 (96) Elle habitait à Paris depuis 1980． 
(久松 1999：80) 








































































en train de＋不定詞”は、意志的な動作を表わす 
形式としての性格が「テイルトコロダ」よりも弱 









































































語の進行形は、島岡 1990：186、191 が 17 世紀以後
に俗語の中において一般化したとしているように、













については、青木 1987：21、小熊 1993：139、172、副島 





べている久松 2011：154-155 などがみられる。 
40）但し青木1987：20は、話者の意志を表わす“Bon，j’y vais．”、 
相手への命令を表わす“Toi，tu restes là．”のようなモ 




使われるとしていることからは、“être en train de＋不 
定詞”が進行表現を構成する成分として英語の進行形の 
ような普遍的地位を占めているわけではないことがみて 
とれる。ちなみに島岡 1990：191 は、継続を強調する“être  
en train de＋不定詞”に対して英語の“be in the course  
of …ing”が対応する“Il est en train d’écrire une  
lettre．／He is in the course of writing (a letter)． 
(成戸 2013 の(30))”のような例を挙げている。 




よう。ちなみに青木 2000：79 は、「今、勉強しテイルト 
コロデス。」における「トコロ」の用法を「助動詞的用法」 
と位置づけている。 
44）“être en train de＋不定詞”、「テイルトコロダ」が有 
するこのようなムード性が、話者による非難のニュアン 
スを含むなどの形で具現化するケースについての記述が 
小熊 1993：140-142、172 にみられる。ちなみに小熊 1993： 
140、青木 2000：98 には、発話時において動作がまだ終 
わっていないことを視野に入れた場合に「テイルトコロ 
ダ」が用いられる点についての指摘がみられる。 
45）この点については、金田一 1976：42、小熊 1993：142、 
150、成戸 2009：309-310 を参照。「テイル」が表わす進 





いては中右 1980：112-113、成戸 2009：304-307 を参照。 
46）但し、成戸 2013 の 2.2 で述べたように、本稿は“(Ｖ) 
彭”をアスペクト形式と断定するのは困難であるとの立 
場をとる。“在(Ｖ)”表現のムード性については、さらに 
王学群 2002：84-85 を参照。ちなみに、鈴木 1956：9-10、 
伊原 1982：2-3、神田 1989：30 には、空間表現との関わ 
りを通しての進行表現のムード性についての記述がみら 
れる。 
47）≪法语１≫∶240 は、動作の連続を前提とする“être en  
train de faire qch”の説明を、“-彭”を用いない“正 
在做某事”によって行なっている。 
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48）成戸 2013 の注 11 を参照。“我正吃饭呢。(成戸 2013 の 
(12))”においては動作が時間軸上の点に位置するものと 
して表現されており、これに対応する英語表現として大 




は過去の進行形であるとしている。久松 1999：78 も同様 
に、半過去は主に英語の過去進行形「～していた」に相 
当する時制であるとしている。 





(“imparfait de l’indicatif〔直説法半過去形〕”の項)』、 
『フランス語学小事典(「時制(temps)」の項)』を参照。 
『フランス文法大全』：253 は、半過去形を用いた表現を 
“être en train de＋不定詞”表現と同じく「継続相
(aspect duratif)」を表わすものとしてあつかっている。 
52）同書はそのような場合の例として“Quand je suis rentré  
chez moi，ma nièce faisait ses devoirs．(帰宅したと 
き、姪は宿題をしていた。)”を挙げている。『フランス 










(“imparfait de l’indicatif〔直説法半過去形〕”の項)』 






松 1988ａ：41-42 の記述からも、フランス語動詞の半過 
去形と中国語“Ｖ彭”との相似点がみてとれる。すなわ 









57）荒川 1984：7、王学群 2001：71-75、同 2002：79、87、 











58）成戸 2013 の注 18 を参照。『新フランス文法事典(“train” 
の項)』には、“être en train de＋不定詞”は継続相を表 
わしえない時制には用いられず、“on a été en train de 
…”は不成立となる旨の記述がみられる。 
59）『フランス文法大全』：284 には、現在形と比較した場合 
と同様に、“être en train de＋不定詞”によって進行の 
意識が強化される旨の記述がみられる。 
60）鈴木 1972：391 は、「テイタトコロダ」は動作の進行中の 
状態であったことを表わすとしている。 
61）この点については『現代フランス広文典』：255 を参照。 











63）この点については注 55 および村松 1988ｂ：84 を参照。 
64）(96)と同様の例としては、『新フランス文法事典   
(“imparfait de l’indicatif〔直説法半過去形〕”の項)』 
の“Or,cette année-là,aux Rois,il neigeait depuis  
une semaine．(さて、その年の公現節には、１週間前か 
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